
別紙 

岡山県農業経営基本方針（素案）の概要 
 

第１章 農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な方向 

 １ 岡山県農業の概況 

 ２ 岡山県農業の将来展望 

 ３ 担い手育成の基本的な方向 

（１）育成すべき担い手の目標数 

区 分 
目 標 

令和 17年 

参 考 

現行目標 
(令和 12年) 

令和６年実績 

育成すべき担い手 3,800経営体 4,000経営体 3,961経営体 

新規認定農業者 135経営体/年 
540人/4年 

（135人/年） 
153経営体/年 

認定農業者の法人数 
590法人 

(10法人/年の純増) 
－ 10法人/年 

新規就農者 
600人/4年 

（150人/年） 
750人/5年  

（150人/年） 
151人/年 

（２）効率的かつ安定的な農業経営の目標 

 〇効率的かつ安定的な農業経営を目指す者 

  年間農業所得：概ね 500万円、年間労働時間：1,800時間程度 

 〇新たに農業経営を営もうとする青年等 

  就農から５年目時点で、年間農業所得：200万円以上 

             年間労働時間：1,200時間以上 

 

第２章 効率的かつ安定的な農業経営の基本的指標 

 認定農業者等が目指す経営の指標として、県内を４地域（岡山平野、吉備高原、津山

盆地、中国山地）に区分し、土地利用型部門、園芸部門、畜産部門の合計 20の営農類型

モデルを提示 

 

第３章 新たに農業経営を営もうとする青年等が目標とすべき農業経営の基本的指標 

 新規就農者が目指す経営の指標として、新規参入事例が多い６の営農類型モデルを提示 

 

第４章 農業を担う者の確保及び育成を図るための体制の整備その他支援の実施に関する事項 

 県と市町村、農業関係団体等が相互に連携して担い手の確保・育成に取り組むため、

岡山県農業経営・就農支援センターや岡山県担い手育成総合支援協議会その他の支援体

制及び役割分担を明記 

 

第５章 効率的かつ安定的な農業経営を育成するために必要な事項 

 １ 農業経営基盤強化促進事業の実施に関する基本的な事項 

 ２ 農地中間管理機構が行う特例事業の実施に関する事項 


